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論 文 内 内 の 要 旨

本論文は微生物の生産する tyrosinephenollyase(p-tyrosinase, TYRase)の酵素化学的諸性質を明

らかにするとともに本酵素の合成および置換の性質を利用して Ltyrosineおよび 3,4-dihydroxyphenyl

-L-alanine(L-DOPA)の工業的生産の基礎的研究を行なったものである｡

まず本酵素の微生物における分布を調べ, 保存菌株1,041株, 自然界から分離した1,520株について検討

したところ Enterobacteriaceaeに広 く分布していることを認めた｡ 特に活性の高い Erwiniaherbicola

を本研究の対象として選んだ｡

E.herbicolaを L-tyrosineを含む培地で培養した菌体から本酵素を抽出精製し結晶状に得たO この結

晶酵素を用いて詳細な酵素化学的諸性質を明らかにLL-tyrosine,LDOPA の分解, 合成, 置換, 光学

的不活性化などについて明確にした｡

この知見に基づいて, 生菌体を用いてこれらの反応を行なわせるために詳細な培養条件, 反応条件に検

討を加えた｡ その結果生菌体を用いて各種のアミノ酸と phenolまたは pyrocatecholとの置換反応を行

なわせるとL(D)-serine,Lcysteine,Lcystine,LDOPA,L(D)-tyrosineおよびS一methyl-Lcysteine

から Ltyrosineまたは L-DOPA が生成した｡

さらに高濃度のアンモニウムイオンの存在下に Ltyrosine,LDOPA の合成分解反応を検討したとこ

ろ, 反応の平衡は pyruvateおよび phenolまたは pyrocatecho】からの Ltyrosineまたは LDOPA

の合成方向に傾いていることが認められた｡ よって合成反応の基質である pyruvateおよび phenolまた

は pyrocatecholの濃度をつねに合成反応速度を最高に保つように feed法によって反応を行なわせると

6.05g/100mlの Ltyrosine,5.86g/100mlの LDOPA が生合成された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

生理的に重要なアミノ酸である Ltyrosineおよび老人病に使用されている 3,4-dihydroxyphenyLL
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alanine(LDOPA)は植物組織およびその加水分解物からの抽出法によるか, 複雑な化学的合成法によ

って生産されてきた｡

著者は微生物の生産する tyrosinephenollyase(β-tyrosinase,TYRase)が多機能酵素であることに

着目し, 本酵素を用いて Ltyrosineおよび LDOPA を生産する目的で本研究を行なった｡

まず約2,500株におよぶ細菌, かび, 酵母および放線菌の中から特に本酵素活性の強い Erwiniaherbi･

colaを選び, 本菌の菌体から TYRaseをアポ酵素として結晶状に得た｡ 本酵素のアポ酵素は1分子当り

2分子の pyridoxalphosphateとともにホロ酵素を形成することおよび Ltyrosine,LDOPA の分解,

合成, 置換, 光学的不活性化などについて詳細な検討を加えた｡

これらの知見に基づき生菌体をそのまま酵素源として合成反応を行なわせるための培養条件, 反応条件

を追求した｡ 適当な条件を選ぶことによって生菌体および高濃度のアンモニウムイオンの存在下に pyru-

vateとphenolからは6.05g/100mlのL-tyrosineが,pyruvateとpyrocatecbolからは 5.86g/100ml

の LDOPAが得られた｡ この数値はそれぞれの水に対する溶解度をはるかに越えており, 反応中に結晶

として析出する｡

以上のように本論文は Ltyrosine,L-DOPA の工業的生産の基礎を確立し, またアミノ酸の全 く新し

い生産方式を開拓したもので微生物生産学, 憾酵生理学ならびに微生物産業に寄与するところがきわめて

大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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